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大貫海浜学園の現状と課題 
                                     川口市立大貫海浜学園 

                                    副園長  滝 澤 榮 則 

１ はじめに 

      川口市立大貫海浜学園は、昭和１５年に開園し本年８０周年を迎えた本市独自の校外教育施設で

す。毎年市内５２校と特別支援学級合同の計５千人を超える小学校５年生児童が訪れ、集団宿泊を

伴う各種体験活動を行っています。 

   本園の副園長は、長らく千葉県上総４市（富津市、君津市、木更津市、袖ケ浦市）の学校職員が

務めていましたが、平成２９年度から川口市職員のポストとなりました。私は副園長として８代目、

本園勤務４年目です。 

 

 

２ ねらい、歴史 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

３ 概要 

費用は、平成２３年までは３ 

                 泊４日の米代として６３５円の 

み徴収していました。 

右は、昭和５７年まで使われ 

ていた懐かしい建物です。 

 

 

 

 

４ 施設の様子 
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                                 1 階は管理棟、宿泊棟、浴室棟 

 に分かれています。 

 宿泊棟は、１・２階とも中央の 

ホールから全体を見渡せるつく 

りになっています。 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 児童宿泊室は１・２階合わせて 

                               ４２室あります。各室１０畳敷き

で定員は５人です。 

入るとまず避難経路を確認し

ます。1 日目午後には避難訓練が

行われます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                    体育室・大教室は学校単位で活

動を行うのに適しています。 

                                 ２日目の夜は、各校ともここで 

                               キャンドルファイヤーを行います。 
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浴室は２０人が一度に入れる広さです。 

大型のボイラーが設置されています。 

 

 

 

 

 

 

                  歴代の校長先生の力作が展示 

されています。 

左 : 平野忠男先生（絵画・大貫 

海岸） 

右 : 上原一良先生（写真・浦賀 

水道と富士山） 

 

 

 

 ２階には屋上が設置され、海 

や星空を眺めることができます。 

 

 

 

 

 

 

 

                                  宿泊棟の上からの景色です。 

                 園庭の向こうには浦賀水道の青 

                い海が広がっています。 

                 園庭は広く、芝生が植えられ 

                思い切り活動ができます。 

 

 

 

                 昭和５９年７月２９日、金子明校長先生は、潮に流された児童数

人を救い不幸にもそのまま帰らぬ方となりました。 

殉職碑が園庭の海側に建立されています。 

 児童はここを訪れ、校長先生から当時の話を聞き、ご冥福をお祈

りするとともに自らの安全を誓います。 

 いつの日からか、児童は拾った貝殻を並べるようになりました。 
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                 裏門の５０メートル先はもう海です。対岸は神奈川県三浦半島の 

横須賀市です。 

 晴れた日には、海の向こうに富士山の姿が望めます。 

 

 

 

 

 

 

 

５ 食事 

                 食事は３日間の健康の源であり、栄養価のある大貫ならではのお

いしいメニュ―を提供しています。 

                 はかりめ（あなご）ご飯やアジフライ、肉うどんなどは好評で、

児童はよく食べています。煮魚（アコウダイ）はやや苦手な児童が

多いのですが、残菜は概して少ない状況です。 

                 食物アレルギー対応については万全の体制を敷き、事故のないよ

う最善の注意を払っています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 昼食は、業者発注のおにぎり 

弁当です。 

右は、３泊４日の時代、最終

日の昼に食べていた肉めしで

す。今年度休園のため機器メン

テナンスで一度限り復活しま

した。 

                                 食べたのは職員のみです。 
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６ 活動の様子 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                 本学園では２校合同の日程になることが多いため、１日目の夜に 

                多くの学校が交流会を行っています。 

 

校長先生の写真が飾られています。 

左 : 佐藤英次先生 

中 : 清水健治先生（現職） 

右 : 佐藤利幸先生 
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                左 : 渡邉秀人先生 

                 右は２日目夜のキャンドルフ 

ァイヤーの様子です。炎を見つ 

めながら皆で静かな時間を過ご 

します。 

 

 

 

                                ３日間生活した学園に感謝を

込め、元気に退園していきます。 

 

 

 

 

 

 

７ 児童向けプレゼンテーション（抜粋） 
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                           正解：１ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                                       正解：１・２・３ 
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                          正解：３ 

 

                 棒ばかりの目盛りとあなごの 

                背の模様が似ていることから、 

                「はかり」の「め」 → 「はか 

りめ」と呼ばれています。 
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８ 成果と課題 

                                 成果は、児童が大貫の自然に

触れ、集団宿泊を通した様々な

体験活動を行うことで、人間性

の伸長が見られることです。 

 準備段階からの各学校の校

長先生をはじめとした先生方

の努力の賜物です。 

 

                                 喫緊の課題は、新型コロナウ

イルスへの対応に尽きます。今

年度は、戦後初めての全面休園

となってしまいました。 

                                 施設の使用や活動の工夫を通

し、再開できるよう努めます。 

また、施設・設備の適切な管

理も課題です。今後も予算を効 

果的に使い、市教委担当課や地元業者と連携を図りながら各所の改修・修繕を実施していきます。 

 そして、間違っても施設・設備の瑕疵による事故を起こすことのないようにします。 

 

 

９ 終わりに 

               大貫海浜学園は、広い敷地をもち海岸沿いという立地条件の良 

                さを備えた本市独自の施設であり、他市にも誇れるものです。 

昭和１５年の開園以来長い歴史を有し、本学園は川口市児童の

健全な発達・成長に多大な貢献をしてきました。 

本園は今年、開園８０周年の節目の年を迎えました。各小学校・

保護者・川口市・地元富津市の関係の方々、そして、永年尽力さ

れた堺清氏をはじめとする学園関係者に心から感謝申し上げま

す。 

川口市民の多くが小学生の時に自ら宿泊体験を行い、長きにわたり市民から愛されてきた学園は、こ

れからも川口市の児童にとってなくてはならない集団体験活動の場であると考えます。 

しかしながら現施設も３７年を経過し、適正な管理・修繕に努めていますが、いつまで現在の状態を

保持できるかについては不安が残ります。 

学園の将来を考えたとき、施設・設備はもちろんのことですが、 

学園の在り方自体をどのようにしていくべきなのか、これは大き 

な課題ですが、現在の施設が使用できなくなる時期を視越したう 

えで、議論を進めていくことが肝要であると考えます。 

 

 この発表の機会をいただきありがとうございました。 


